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　一般の方々が科学技術に対する理解
と関心を深める機会として、科学技術
週間が今年も開催されました。
　防災科研では、つくば市の本所が４
月19日(金)と20日(土)に、長岡雪氷防災
研究所と新庄支所が19日に、また、兵
庫県三木市の地震防災フロンティア研
究センターが20日に一般公開を行いま
した。
　本所にある大型耐震実験施設では、
震動台に乗って地震を体験してもらい
ました。地震体験は阪神・淡路大震災
級の震度６まで行いましたが、安全の
ため、加震開始の秒読みや手すりを設
置したので、「思ったほど怖くなかっ
た」という声が多く聞かれました。し
かし、実際の地震には秒読みや手すり
はありませんので、携帯ラジオ・懐中
電灯・ローソク・飲料水等を用意して
おくと共に、避難方法・逃げ場所等を
よく調べておき、不意の地震でも落ち
着いて行動することが大切です。
実験教室､学校の
週休2日制で盛況
　20日の土曜日には防災科学実験教室
を開きました。ペットボトル地震計を
工作したり、ミニチュアなだれ発生装
置を使った楽しい実験など、子供にも
わかりやすい内容で、参加した子供達
も目を輝かせて研究員の話に聞き入っ
ていました｡実験教室の参加者は､今年
の４月から学校完全週休２日制となっ
たこともあり、例年を大きく上回りま
した。土曜日の受け皿として、来年以
降も、参加者の増加が期待されます。
　長岡雪氷防災研究所と新庄支所の一
般公開にも、多くの方が見学に訪れま
した。また、理化学研究所から防災科
研に移管して初めての一般公開を行っ
た地震防災フロンティア研究センター
も、被災地の復興過程をCCDカメラで
撮影した定点観測や液状化装置などの
展示が好評で、上々の出だしとなりま
した。
（問い合わせ先：企画部企画課
　☎0298-58-1773）大型耐震実験施設の震動台で地震体験
防災科学実験教室のようす
�防災科学技術研究所は、去る４月２
６日､大学､気象庁とともに「高感度地
震観測データの全国流通について（防
災科学技術研究所、大学、気象庁によ
る地震データの統一化）」のプレス発
表を行いました。
�我が国の地震観測は､これまで､様々
な機関が各々の目的で実施していまし
たが、そのデータの流通や公開の観点
では必ずしも十分であるとはいえませ
んでした。地震調査研究推進本部の政
策委員会調査観測計画部会に設けられ
た調査観測結果流通ワーキンググルー
プにおいて、すべての高感度地震観測
データについて、流通を統一的かつ円
滑に行う上での技術的・財政的問題等
の検討を重ねてきました。気象庁への
データ提供は、従来から行われていま
したが､平成13年度末､気象庁と防災科
研間のデータ交換を拡充、大学と防災
科研間のデータ交換を開始することに
より、３機関すべてが他機関の地震波
形データ（総観測点数　約1,100）を即
時的に入手できるようになりました。
このように､機関の枠組みを越えた､大
規模で即時的なデータ流通は、世界で
も初めての試みです｡データ流通は､防
災科研の防災研究情報センターが中心
となって行っています。同センターは、
全国的な地震データの流通や、データ
の蓄積保存を、将来にわたり担うこと
になります。インターネットを通じて、
全ての地震観測データが広く研究者や
一般国民に公開される体制もこれで整
いました。リアルタイムで提供しあう
本データ流通は、全国の研究者による
地震調査研究の推進に対して加速的に
貢献することができるだけでなく、国
民に対する的確な情報提供を通じて、
地震防災対策の向上に大きく寄与する
ことが期待されます。
(問い合わせ先：防災研究情報センター
　☎0298-60-2310）
｢高感度地震観測データの全国流通｣を記者発表
　　　　　―国民に的確な情報発信で地震防災対策に寄与―
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